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■９月定例会
○会期：９月9日～10月12日(34日間)  ○市長提出案件：50件、議員提出議案：9件 

■市長提出案件
名古屋城天守閣木造復元の基本設計等に関する予算などについて、さらに
慎重に審査を行うため継続審査としました
１ 「平成28年度名古屋市一般会計補正予算（第３号）」など６件 

 ➡ いずれも賛成多数により継続審査
○ ６件は次のとおりです。 
●平成28年度名古屋市一般会計補正予算（第３号） 
●平成28年度名古屋市名古屋城天守閣特別会計予算
●平成28年度名古屋市基金特別会計補正予算（第３号） 
●平成28年度名古屋市公債特別会計補正予算（第１号） 
●名古屋市国際展示場新第１展示館整備事業者選定審議会条例の制定について
●名古屋市特別会計条例の一部改正について

○ 2020年７月までに名古屋城天守閣を木造で復元するため基本設計などを実施するための
予算、特別史跡名古屋城跡における石垣の現状把握や危険度評価などの詳細な調査を行い、
石垣カルテを作成するための予算、国際展示場新第１展示館整備事業者選定審議会委員の報
酬に係る予算などを計上するとともに、必要な規程などを整備するものです。

○ 上記６件は、平成28年６月定例会において継続審査とし、閉会中及び９月定例会において、
所管の経済水道委員会・財政福祉委員会で慎重に審査を行いました。

  ○ その結果、次の理由により、今後さらに慎重に審査を行う必要があることから、賛成多数
によりいずれも継続審査としました。 

・会期末を迎えようとする10月６日の委員会において、名古屋城天守閣の木造復元に関し、
市長から、「2020年７月の完成期限を見直したい。具体的には、おおむね２年延長するこ
とで、完成期限を2022年７月を目途とし、今後、竹中工務店と協議をし、実施してまいり
たい。」との発言があったが、今回の完成期限の見直しについて、現段階において竹中工務
店と十分な協議をしておらず、工程の確認も取れていないこと、また、訴訟リスクが否定
できない中、そのような不安要素を取り払って進めるべきであるため、さらに詳細に検討
して判断すべきであることなど、様々な議論が出て、議決するに至る状況にないと考える
次第であり、国際展示場に関する部分とあわせて、さらに慎重に審査を行う必要がある。 

・会期末を迎えようとする段階において、突如として､市長から、2020年7月の完成期限をお
おむね2年延長し、2022年7月を目途とする旨の発言が経済水道委員会においてなされたと
ころであり、これまでの議論の前提となる部分が変更された状況においては、財政福祉委
員会としても、引き続き議論していくべき課題も多いことから、他の委員会の審議の状況
も踏まえつつ、なお慎重に審査する必要がある。 



２ 「平成28年度名古屋市一般会計補正予算（第4号）」及び 
「平成28年度名古屋市公債特別会計補正予算（第2号）」 
 いずれも全会一致により修正可決 

○ 介護従事者の負担軽減を図り介護人材の確保につなげるよう、介護ロボットの導入に対す
る助成を行うものなどです。 
○ これらの２議案は、平成28年６月定例会から継続審査となっている「平成28年度名古屋
市一般会計補正予算（第３号）」及び「平成28年度名古屋市公債特別会計補正予算（第１号）」
を前提として編成されており、現段階での予算の合計額に合わせる計数整理を行うため修正
案が提出され、全会一致で可決されました。

３ 「財産の取得について」など３件 
 いずれも賛成多数により原案どおり可決または同意 

４ 「名古屋市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部改正について」など21件
 いずれも全会一致により原案どおり可決、承認または同意

平成27年度決算認定案について「認定」または「可決及び認定」しました
５ 「平成27年度名古屋市一般会計歳入歳出決算の認定について」など各会計決算
認定案６件
 いずれも賛成多数により認定または原案どおり可決及び認定

○ 一般会計の決算状況 
 ・歳入決算額は、約１兆587億円でした。また、歳出決算額は約１兆472億円でした。
 ・前年度に比べ歳入は約39億円増加し、歳出は約２億円減少しました。 
 ・実質収支は約62億円の黒字でした。 

６ 「平成27年度名古屋市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について」など 
各会計決算認定案12件 
 いずれも全会一致により認定または原案どおり可決及び認定

� 平成27年度決算認定案の審査の概要は、「平成28年9月定例会の概要②(速報版)」に掲載しています。
■議員提出議案 
１ 「決議・意見書」(８件)  いずれも全会一致により原案どおり可決 

○北朝鮮の核実験実施に抗議する決議
○司法修習生に対する給付型の経済的支援の
実施に関する意見書
○教職員定数改善計画の早期策定・実施と教
育予算の拡充に関する意見書
○ライドシェア及び安心・安全で快適なタク
シー利用に関する意見書

○次期介護保険制度改革における軽度者に対
する給付の見直しに関する意見書
○給付型奨学金制度の創設及び無利子奨学金
等の拡充を求める意見書
○無年金者対策等の推進に関する意見書
○最低賃金の時給1,000円への引き上げに関
する意見書

※ 決議・意見書の全文は市ウェブサイト（市会情報）でご覧いただけます。 
２ 「地域環境審議会委員の推薦について」全会一致により原案どおり可決 

本紙は速報版ですので、さらに詳しい内容は、平成28年12月に発行予定の｢市会だより第
153号｣をご覧下さい。 
この定例会の概要(速報版)は、市ウェブサイト(市会情報)でもご覧いただけます。市ウェブ
サイト(市会情報)〔アドレスhttp://www.city.nagoya.jp/shikai/〕からお入り下さい。


